












































【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は③
7つのデータを昇順に並べると8, 10, 12, 23, 37, 39, 45となる。二分探索法ではまず中
央（4番目）の要素である23と最初に比較する。

●問題Ⅲ-2
正解は②
木構造では根以外の各節点は親節点を1つだけ持つ必要がある。本グラフでは節点IがFとC
の2つの親節点を持っているため木構造の定義を満たさない。

●問題Ⅲ-3
正解は⑤
(ア)は三項演算子、(イ)は配列の添字剰余、(ウ)は標準的なif-else分岐であり、いずれ
も1から20までのFizzBuzz判定を正しく出力する。

●問題Ⅲ-4
正解は⑤
Bのコンストラクタでx=3。bar(2)でp=4となり戻り値1でr=1。次の生成でx=4となり、
bar(1)で戻り値3。r+=3より最終的な戻り値は4となる。

●問題Ⅲ-5
正解は②
データと手続きを一体化するのはカプセル化、同一メッセージで異なる振る舞いを実現す
るのはポリモーフィズム、性質を引き継ぐのは継承である。

●問題Ⅲ-6
正解は①
カレントDirBから親DirAに上がり（..）、DirC、DirD、シンボリックリンクDirFを経由し
てFile3に至る相対パスは「../DirC/DirD/DirF/File3」となる。

●問題Ⅲ-7
正解は⑤
選択肢5の正規表現では(b*d*c*)の後に(c*d*e*)が続くため、「aabbbcddd」のようにcの
後にdが続く文字列を表現できず両方を表せない。

●問題Ⅲ-8
正解は④
(a-b)を計算してdupで複製し、乗算して(a-b)^2を求め、分母の加算と除算を行うこと
で、最小10命令の手順で計算結果をスタック最上部に残せる。

●問題Ⅲ-9
正解は④
論理式Fの各項に対応するセルに1を配置する。行と列のグレイコード（00, 01, 11, 10）
の配置を確認すると選択肢4のカルノー図と完全に一致する。

●問題Ⅲ-10
正解は⑤
最初の1命令が全Dステージ（D×Pナノ秒）で完了し、残るN-1個の命令は1ステージごと（
Pナノ秒）に順次完了するため、所要時間は(N+D-1)×Pとなる。

●問題Ⅲ-11
正解は②
ADSLは電話回線を利用するため、線路距離が長くなるほど高周波信号の減衰が激しくな
る。そのため回線品質に応じて伝送速度を動的に調整して通信を行う。

●問題Ⅲ-12



正解は④
非圧縮時のデータ量は毎秒22,050バイトである。1/10圧縮で毎秒約2,205バイトとなり、
650MBを割ると約294,784秒（約81.9時間）となる。

●問題Ⅲ-13
正解は①
アプリケーションがシステムコールを呼び出すと、ソフトウェア割り込み（トラップ）が
発生してCPUの動作モードがユーザモードからカーネルモードへ遷移する。

●問題Ⅲ-14
正解は③
NOT EXISTS句により、自社製品表に存在する商品番号P1が除外される。その結果、抽出さ
れるレコードはP2とP3の2行となる。

●問題Ⅲ-15
正解は②
伝票表、メンバ表、伝票明細表、商品表の4つの表に分解することで、推移的関数従属や
部分関数従属を排除した第3正規形が完成する。

●問題Ⅲ-16
正解は①
モデルにおいて商品と注文品の間の多重度は0..*であり、1つの商品が複数回注文される
ことは正常な仕様表現であるため誤りの指摘として不適切となる。

●問題Ⅲ-17
正解は⑤
Strategyパターンは、共通の目的を持つ一連のアルゴリズムをそれぞれ個別のクラスとし
てカプセル化し、実行時に状況に応じて柔軟に切り替え可能にする。

●問題Ⅲ-18
正解は①
シーケンス図において、会員オブジェクトと蔵書オブジェクトの間で直接のメッセージ送
受信が行われていないため、両クラス間に直接の関連は存在しない。

●問題Ⅲ-19
正解は③
各分岐処理の真・偽のすべての分岐方向を網羅するテストケースを設計する。適切に経路
を組み合わせることで最小3ケースで分岐網羅（C1）を達成できる。

●問題Ⅲ-20
正解は③
工期推定式T = 2.5 * E^0.35において指数が0.35と1未満であるため、工数Eが増加するに
つれて工期Tの伸び率（増加率）は徐々に逓減する。

●問題Ⅲ-21
正解は⑤
要求仕様の完全性（Completeness）とは、要求に漏れや抜けがなく、図表のキャプション
や相互参照など文書の形式的・内容的な過不足がない特性を指す。

●問題Ⅲ-22
正解は③
内部論理ファイル20点、外部入力24点、外部出力15点、外部照会8点を合算すると未調整
FPは67点となる（係数や一般特性は除外して計算する）。

●問題Ⅲ-23
正解は⑤
SPI≧1.0は進捗順調、CPI≦1.0はコスト超過を意味する。スケジュールに余裕があるた
め、進捗スピードを落としてコスト抑制を図る対策が適切である。



●問題Ⅲ-24
正解は③
JIS X 0014において、信頼性とは「機能単位が、要求された機能を、与えられた条件のも
とで与えられた期間実行できる能力」と定義されている。

●問題Ⅲ-25
正解は①
リファクタリングは外部仕様を変更せずに内部構造を改善する手法である。大規模な変更
ではテストにより安全性を確保し後戻り可能な手順で進める。

●問題Ⅲ-26
正解は⑤
要件が不確定な開発初期には準委任契約、仕様が確定した段階で請負契約を締結するな
ど、工程ごとに契約を分割・締結する多段階契約により仕様変更リスクを抑える。

●問題Ⅲ-27
正解は①
リスクの保有（受容）とは、特定されたリスクの存在を認識した上で、影響度が小さい等
の理由から事前の回避・低減策を講じずにそのまま受け入れる対応である。

●問題Ⅲ-28
正解は④
XML文書は単一のルート要素を頂点とし、要素同士が入れ子関係を形成するため、木構造
（ツリー構造）のデータモデルとして表現できる。

●問題Ⅲ-29
正解は①
ARPスプーフィングは、ネットワーク内で偽のARP応答を送信して通信機器のARPテーブル
を改ざんし、通信の盗聴や妨害を行う攻撃手法である。

●問題Ⅲ-30
正解は③
仮想化環境ではシステム全体を仮想マシンイメージとして丸ごとバックアップできるた
め、別拠点の環境へ転送・復旧するディザスタリカバリに有効である。

●問題Ⅲ-31
正解は①
CSRF対策として、正規のリクエストを識別するための推測困難なランダムトークンを
hiddenフィールド等に埋め込み、送信時に一致を確認する方法が適切である。

●問題Ⅲ-32
正解は②
各通信によるMACアドレス学習の経路を追跡すると、スイッチングハブ1とスイッチングハ
ブ4が最も少ないエントリ数（各3エントリ）となる。

●問題Ⅲ-33
正解は⑤
TCPのフロー制御では、受信側のバッファがいっぱいになった場合にウィンドウサイズを0
に設定したパケットを送信して送信の一時停止を要求する。

●問題Ⅲ-34
正解は②
IPv4のプレフィックス長が/21の場合、ホスト部のビット数は32-21=11ビットとなる。し
たがって空間内のIPアドレス数は2^11個となる。

●問題Ⅲ-35
正解は④



OP25B（Outbound Port 25 Blocking）は、プロバイダ網内のマルウェア感染端末などから
外部へ直接送信される迷惑メールを遮断する。


